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【施策の概要】

従来、一般形蛍光灯器具で計画していたものを効率の良いＨｆ蛍光灯器具を使用

し、昼光利用制御や初期照度補正制御を合わせて採用することにより、一層の省エ

ネルギーが実現できます。

【施策のポイント】

・Ｈｆ蛍光灯器具を使用した場合、器具台数を削減できるため一般形蛍光灯器具

を使用した場合に比べるとランニングコスト、イニシャルコストの双方を低減で

きます。

・上記の他、明るさ制御機能付き器具を採用すると、初期照度補正制御、昼光利

用窓際制御により更なるランニングコストの削減を図れます。

・結果的に、ライフサイクルコストやＣＯ２の削減効果も大きくなります。

【施策の実施状況・イメージ図】
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一般形蛍光灯器具の場合 Ｈｆ蛍光灯器具と昼光利用制御等の場合

照明器具の高効率化及び昼光利用制御等で

ライフサイクルコストを低減


